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概 要 

連絡教員  笹本 智弘（内線 3614） 

量子光学系における散逸的な非線形ダイナミクス 
 

古典力学系において、同期現象やチューリングパターンなど、散逸的な非線形現象につい

て詳細な解析がなされてきた。量子光学系においては、量子開放系のマスター方程式（GKSL
方程式）から、P, Q, Wigner 関数として知られる擬確率関数の相空間上の時間発展方程式を介

して、量子系の古典極限における散逸的な非線形ダイナミクスを考えることができる。ゆえ

に、この量子古典対応に基づいて、量子光学系における散逸的な非線形現象を考えることが

できる。本セミナーでは、特に、量子同期現象と量子チューリング拡散誘導不安定性につい

て紹介する。量子同期現象に関しては、GKSL 方程式のスペクトルに基づいて導入された量

子漸近位相関数を用いた量子同期現象の解析について紹介する。また、量子チューリング拡

散誘導不安定性に関しては、量子活性抑制系のモデルを提案し、拡散的に結合された２つの

量子活性抑制系におけるチューリング拡散誘導不安定性について紹介する。 
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＊ 本 ZOOM セミナーに参加されます場合には、事前に下記より登録を済ませてください。 
 

https://zoom.us/meeting/register/tJYvf-ChqDgiHNGKUPiBIZl5QPz7ZH1eUk6U 
 
ご来聴を歓迎いたします。 
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